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国道２号 コネクトパーキング岡山・早島整備事業計画検討会 

設立趣意書 

 

 

トラック運送業界は、国民の暮らしと経済を支える国内物流の基幹的

役割を担うとともに、大規模な自然災害が発生するとその機動力を発揮

して迅速かつ的確に物資輸送にあたるなど、国民のライフラインとして

の役割を果たしている。 

一方、不規則な就業形態や長時間労働等を背景にドライバー不足が深

刻化し、また、２０２４年４月からは年９６０時間の時間外労働の上限

規制が適用され、労働関係法令を遵守しながら現水準の物流を確保する

必要があり、物流の効率化、長時間労働等の改善に向けた働き方改革の

取組を速やかに実施する必要がある。 

 

この取り組みの中で、特に中間地点付近でトラクター交換やドライバ

ー交代などを行う「中継輸送」は、ドライバーの労働環境の改善や法令

遵守に大きく寄与する取組みとなっている。 

 

上記の背景を踏まえ、関係者とともに専門的・学術的見地から幅広い

意見交換を行い、中継輸送機能を確保した物流輸送拠点整備の事業計画

をとりまとめるとともに具体的な施設計画や管理運営手法等について

検討することを目的として、本検討会を設立するものである 

 



別紙 

 

 

国道２号 コネクトパーキング岡山・早島整備事業計画検討会 規約 

 

（趣旨）  

第１条 本規則は、「国道２号 コネクトパーキング岡山・早島整備事業計画検討会」（以下、「検討

会」という）の委員、組織、会議、庶務その他検討会の設置等に関して必要な事項を定めるもの

である。 

 

（目的）  

第２条 本検討会は、国道２号の岡山市南区箕島における物流輸送拠点の整備に関して事業計画のとり

まとめや具体的な施設計画、管理運営手法等について検討することを目的とする。 

 

（検討会の委員及び組織）  

第３条 委員は、岡山県の交通工学や都市計画・地域計画等の実情に精通した、公平な立場にある有識

者とする。 

２ 検討会の構成については別紙のとおりとする。 

  

（外部からの意見聴取）  

第４条 検討会での検討事項に応じて委員長が必要と判断した場合、外部専門家の意見を聴くことがで

きる。 

 

（検討会の事務局）  

第５条 検討会の事務局は岡山国道事務所計画課とする。 

 

（委員長）  

第６条 検討会には、委員の互選により委員長をおく。 

２ 委員長は、会務を総理し検討会を代表する。 

３ 委員長に事故があるときは、委員長が指名する委員がその職務を代行する。 

 

（雑則）  

第７条 この規則に定めるものの他、検討会の議事手続き、その他運営に関して必要な事項は委員長が

定める。 

 

（附則） 

この規約は、令和６年 ３月１４日から施行する。 



別紙 

 

 

 国道２号コネクトパーキング岡山・早島整備事業計画検討会 

委員名簿 

 

氏 名 所属・役職等 

橋本
はしもと

 成
せい

仁
じ

 岡山大学学術研究院 環境生命自然科学学域 教授 

氏原
うじはら

 岳人
たけひと

 岡山大学学術研究院 環境生命自然科学学域 准教授 

宮
みや

長
なが

 勇作
ゆうさく

 一般社団法人岡山トラック協会 専務理事 

岡
おか

  敏之
としゆき

 岡山県総合流通センター 岡山運輸団地協同組合 事務局長 

田村
た む ら

 幸太郎
こうたろう

 西日本高速道路株式会社中国支社総務企画部企画調整課 課長 

田村
た む ら

 正
ただし

 本州四国連絡高速道路株式会社坂出管理センター 所長 

樋口
ひ ぐ ち

 恒
こう

一郎
いちろう

 国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所 事務所長 

土井
ど い

 清
きよ

志
し

 国土交通省中国運輸局岡山運輸支局 局長 

是
これ

友
とも

 修二
しゅうじ

 岡山市都市整備局道路部 部長  

関口
せきぐち

 有紀
ゆ き

 早島町企画総務部企画課 課長 

（敬称略） 
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１．第１回検討会の振り返りと対応案



第１回検討会について
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第１回検討会では設立趣意書や規約、コネクトパーキング岡山・早島の整備計画（案）について、了解を得た。
事業の実施に当たり留意すべき事項等について意見をいただいた。

国道２号コネクトパーキング岡山・早島整備事業計画検討会（第１回）

・日時：令和６年３月１４日（木）１３：３０～１４：３０
・場所：岡山国道事務所

• 設立趣意・規約（案）について委員の了解を得た。

• 橋本委員を本検討会の委員長とする。

設立
趣意

・
規約

議事

概要

• 整備計画（案）について、委員の了解を得た。

• 事業の実施にあたっては以下の事項に留意しながら進めていくこと。整備

計画

（案）

① 物流の効率性を高めるには貨物の積み替えによる混載についても検討すべきである。

② 様々な大きさの車両の利用を想定したマスの設計を行うべきである。

③ 地盤状況や液状化の可能性などの観点も踏まえ、災害に強い施設となるよう検討すべきである。

④ 施設整備においては清潔性やユーザー（女性や高齢者など）に配慮した設計とすべきである。

意見への対応(案）

① 混載等に関する需要や課題についてヒアリング。
② 長距離輸送の車両のうち最大となるダブル連結トラックを対象に設計を進める。
③ 事業予定地は浸水想定区域外である、それ以外の災害にも耐えうる施設となるよう検討を進める。
④ 施設整備においてはトラックドライバーの多様化に応じた施設デザインとなるような設計や公募条件とする。

意

見
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第１回検討会で決定した整備計画



九州 京阪神
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①物流の効率性を高めるには貨物の積み替えによる混載についても検討すべきである。
⇒長距離輸送の効率化のため、ヘッド交換方式、ドライバー交替方式及び、積み替え方式を検討する。

 事故等があったときの対応
 積み下ろし等でドライバーの拘束時間増加
 帰りの貨物とのミスマッチ

貨物積み替えのデメリット

コネクトパーキングで積み替えができれば良いが、
設備ができたとしても、慣れていないドライバーが
行うと危険なケースもある。

岡山県トラック協会（R７.3）

コネクトパーキング岡山・早島

• 温度管理が必要な物資を中継輸送する場合、
停車中は騒音等の対策でアイドリングストップが
必要なので、電源設備が必須。

• 中継が貨物積み替え方式の場合、手積みできない
パレットはフォークリフトが必要で、かつ積替の
作業スペースも必要になるうえ、万が一事故等が
あったときの安全管理も難しい。

• あえてそのような設備を設けずヘッド交換方式
のみとする考えもある。

岡山県運輸団地協同組合（R７.2）

①貨物の積み替えによる混載

積み下ろしや一時保管の機能が必要

岡山→山陰の貨物需要がなく、帰り便が
空荷となる（ミスマッチとなる）リスクあり

■隣接駐車マス同士での
積み替えイメージ

■貨物の積み替えイメージ

山陰



②様々な大きさの車両の利用を想定したマス数の設計
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②様々な大きさの車両の利用を想定したマスの設計を行うべきである。
 「物流拠点の今後のあり方に関する検討会」では、ダブル連結トラックの活用推進が必要と整理されている。
⇒整備においては、全ての駐車マスをダブル連結トラック対応とする計画と設計を進める。

出典：物流拠点の今後のあり方に関する検討会報告書（概要）
R7.4.9（国土交通省 物流・自動車局）



出典：岡山県HP 「南海トラフ巨大地震による震度分布図・液状化危険度分布図」

ＮＮ

コネクトパーキング岡山・早島

至

大
阪

至

山
口

③災害に強い施設の検討
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③地盤状況や液状化の可能性などの観点も踏まえ、災害に強い施設となるよう検討すべきである。
文献調査より事業予定地は液状化や浸水、土砂災害のリスクがないであることを確認した。
⇒今後、現地調査を実施予定。

■浸水想定・土砂災害の危険性

【拡大図】

■液状化の危険性

早島IC

至 山口

早島中交差点
（平面交差）

ＮＮ

無津交差点
（平面交差
※立体化予定）

出典：国土交通省 重ねるハザードマップ

凡例
浸水想定区域
0.5m未満
0.5m以上～3.0m未満
3.0m以上～5.0m未満
5.0m以上～

急傾斜地の崩壊（黄は警戒区域、
赤は特別警戒区域）

※PL値：その地点での液状化の危険度を表す値

倉敷JCT

長津交差点
（平面交差）

金田口交差点
（平面交差）

西田交差点
（平面交差）

至

大
阪

ＮＮ

Ｅ２

Ｅ２

至 山口

至

大
阪

至 大阪

至

山
口

至 大阪

至

山
口

至 香川

至 香川

コネクトパーキング岡山・早島

コネクトパーキング岡山・早島

早島IC

倉敷JCT

出典：国土交通省 重ねるハザードマップ

Ｅ３０

Ｅ３０
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④清潔性やユーザー（女性や高齢者など）に配慮した設計
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④施設整備においては清潔性やユーザー（女性や高齢者など）に配慮した設計とすべきである。
⇒施設整備においてはトラックドライバーの多様化に応じた施設デザインとなるような設計や公募条件とする。

＜機能イメージ＞

※今後、上記機能について協議等により変更となる場合があります。

コネクトパーキング岡⼭・早島の機能

トイレ

休憩所
(待機スペース・情報提供機能)

その他 ⺠間のノウハウを活⽤した施設（⾷堂、シャワー、物販）

第1回検討会資料再掲

トイレ・パウダールーム

出典:道の駅越前おおの荒島の郷

出典:トラガール推進プロジェクト（国⼟交通省）

■女性輸送・機械運転従事者数の推移

女性ドライバーが増加傾向
（万人） （令和2年比）

出典:労働⼒調査（R2-R6年）

参考:道の駅くめなん
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２．審議する事項
１）配置計画（マス数）・施設規模について



駐車方式
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駐車方式は前進駐車・前進発車とすることで安全性・利便性向上を図る計画とした。
① コネクトパーキング岡山・早島が特定車両停留施設に位置づけられる
② 道路構造令の解説と運用においても大型車は後退を避けることが望ましいとされている
③ トラック協会へのヒアリング結果では、前進のみで回れた方がよいとの意見があった

■①特定車両停留施設内の通行に関する基準 ■②道路構造令の解説と運用における”駐車の方法”

①後退運転によらない通行（第1項）

特定車両停留施設には、特定車両が後退運転によらないで出口及び入口を通行でき
るように誘導車路又は操車場所を設けなければならない。

（趣旨）
前面道路において自動車が方向転換することは、前面道路の円滑と安全を阻害する

恐れがあり、ひいては自動車の安全かつ円滑な通行を阻害する可能性がある。そのた
め、出入りする自動車が常に前進で出入口を通行できるよう規定している。

出典：交通拠点の機能強化に関する計画ガイドライン 附属編R3.4 P1-14

出典：道路構造令の解説と運用 令和3年3月 日本道路協会 P672～673

■③広島市西部トラック協会へのヒアリング結果※

操作性がよく、駐車所要面積が少ない
60°駐車で駐車マス配置を実施

• マスの配置は問題ないと思うが、場内で転回できる余裕を持たせた方が良い。例えば
セミトレーラーやダブル連結トラックを想定される場合、前進だけで回れた方が良い。

• 間違えて入庫した際に、駐車マスがなかった場合、バックで戻らないといけなくなる。
その場合を含めて転回できるようにしておいた方が使いやすい。

出典：広島市西部TT駐車マスヒアリング 議事録 R6.10.15



マス数と施設の配置
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駐車マス数は40マスとした。
全駐車マスをダブル連結トラック対応とし、駐車角度を60°でヘッド交換可能なレイアウトとした。
誘導車路、操作場所、停留場所とならないスペースにおいて利便増進施設も配置可能とした。

① ②

①

① ②
①

② ① ②

①

②

■類似施設におけるスイッチ※作業の様子 ※ヘッド交換方式を”スイッチ”と呼称する

■駐車マス配置計画図 【車両諸元】

出典：道路構造令の解説と運用 令和3年3月 日本道路協会 P187,189

【歩行空間の幅員】

スイッチ作業

スイッチ作業

：歩行空間※カラー舗装

利便増進施設 利便増進施設

利便増進施設

1,400㎡

７00㎡ ６00㎡

駐車マス ：40マス
利便増進施設 ：2,700㎡



施設規模の精査

施設の面積は、NEXCO設計要領等におけるSA・PA内の施設面積の目安を用いて、2,700㎡と
していたため精査が必要。

精査としては事業予定地周辺との機能を整理し必要な大きさを求める。

■施設の規模（面積）の検討【駐車マス数：40マス】

約2,700㎡

㎡設定方法施設

60NEXCO要領・PA（駐車マス数45台以下）トイレ

140NEXCO要領・SA（駐車マス数100台以下）
休憩施設

（道路情報提供、
自販機を兼ねる）

140待機スペースと同等と仮定仮眠施設

60トイレと同等と仮定シャワー

60トイレと同等と仮定コインランドリー

400NEXCO要領・SA（駐車マス数100台以下）食堂

600軌跡作図結果より中継作業スペース

550NEXCO要領・SA（駐車マス数100台以下）給油所

150NEXCO要領・SA（駐車マス数100台以下）売店

500NEXCO要領・SA（駐車マス数100台以下）
附帯施設

（電気室、受水槽等）

2,660合計

※中継作業スペースは荷物の積め替えを行うスペースであり、今後の市場調査（MS:マーケットサウンディング）
にて必要性や使い方を精査する。中継作業スペースは、2,700ｍ２以外のエリアで確保。

※全体の面積について、今後のMS調査で変更となる可能性はあるが、これ以上広がることはないと想定

【NEXCO設計要領】駐車マス数に応じた施設別面積

※出典：NEXCO設計要領
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施設規模の精査

事業予定地の周辺には、岡山県TS・岡山TT※、岡山県総合流通センター、複数のSA、PAが立地している状況。

施設規模の2,700㎡分のスペースは、周辺施設との機能を踏まえても過不足ない規模と想定。
今後、周辺施設との機能を踏まえ市場調査（MS：マーケットサウンディング）を行い、当該事業に必要な機能につ

いて精査を進める。

■周辺状況 ■機能の整理

出典：国土地理院ホームページ
電子国土ｗｅｂ地理院地図

吉備SA（上下）

岡山県TS 
・ 岡山TT

コネクトパーキング
岡山・早島

岡山県総合流通センター

早島IC

至 山口

至

大
阪道口PA（上下）

粒江PA（上下）

至 大阪

至 香川

Ｅ２

Ｅ３０

Ｅ２

※ TS：トラックステーション、TT：トラックターミナル

ガソリンスタンド コンビニ

※コネクトパーキングの利用が想定される
10tトラックの駐車が可能な駐車場をもつ
国道2号沿いのガソリンスタンド・コンビニを選定
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0 5 10km1 2

■休憩施設・給油所の配置間隔の目安

出典：NEXCO設計要領第四集 休憩施設（R5.7）

休憩施設・給油所の配置の目安は、トイレ・休憩所：15～35km、給油所：５０～１５０ｋｍ
となっている。

ＮＮ

備考
コネクト

パーキング
岡山・早島

2
km
以内

粒
江
PA

道
口
PA

吉
備
SA

総合
流通
セン
ター

【参考】
岡山県

TT

岡山県
TS機能

整備不要ー●●宿泊

整備不要ー●仮眠施設

CA浜松に実績あり○●●●●●休憩施設

周辺に施設あり
MS調査で確認△●●●●食堂

周辺に施設あり
MS調査で確認△●●●売店

CA浜松に実績あり〇●●●●●●自販機

道路施設として
整備を想定◎●●●●●トイレ

周辺に施設あり
MS調査で確認△●

宿泊を伴わない
入浴/シャワー

周辺に施設あり
MS調査で確認△●

コイン
ランドリー

道路施設として
整備を想定◎●●（運行情報）

道路情報
提供

管理運営事業者が
常駐する場合に必要△●●事務室

周辺に施設あり
MS調査で確認△●洗車場

周辺に施設あり
MS調査で確認△●●●●給油所

◎：道路施設、中継作業スペースとして必要 〇：実績（コネクトエリア浜松）を参考←MS調査で必要性を検討、
△：MS調査で必要性を検討 ー：中継拠点として馴染まないため、不要



（参考） 貨物積み替え時の大型車の走行軌跡（中継作業スペース）
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貨物積み替え時の大型車の走行軌跡を作図したところ、対応可能であることを確認した。

■貨物積み替え時の大型車の走行軌跡図

【ウイング車同士の貨物積み替え】 【リヤドア同士の貨物積み替え】

貨物積み替え

出典：物流を取り巻く現状について
H30.10.11（国土交通省 物流政策課）

※イメージ ※イメージ

出典：Geminiで生成

貨物積み替え

【拡大図】

前進

後退

※最大13組の積み替えが可能 ※最大20組の積み替えが可能

【拡大図】

前進

後退

※比較的積み替えのしやすい10tトラックを対象 ※比較的積み替えのしやすい10tトラックを対象
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２．審議する事項
２）アクセスルートについて



上り線利用車 アクセスルート

16

現地にてセミトレーラーのUターン利用を確認

利用車両は、山陽道・瀬戸中央道からの利用が多く見込まれ、早島ICが最寄りとなる。
早島ICからは、（主）箕島高松線との交差部を経由してコネクトパーキング岡山・早島にアクセス可能である。

転回可

転回可

ダブル連結トラックでのUターン利用

写真

【 （主）箕島高松線との交差部での転回(Uターン)】

広島方面からの
アクセスでは、
（主）箕島高松線
との交差部で
Uターン
（警察協議了承済
：令和５年２月２１日）

N

出典：商用車プローブデータ
令和6年7月 平日 分析車種：ETC料金区分の大型車・特大車

瀬戸中央自動車道

倉敷JCT

【コネクトパーキング岡山・早島利用想定車両の利用路線割合】

N=1４８（台/日)

国道2号
５台/日

３%

高速道路
（山陽道・瀬戸中央道）

1４３台/日
97%

Ｅ２

Ｅ３０

Ｅ２

早島中交差点

無津交差点

早島IC

早島IC

コネクトパーキング岡山・早島

N

N

コネクトパーキング
岡山・早島

（山
陽
自
動
車
道
）

至

倉
敷
J
C
T

至 水島IC（瀬戸中央自動車道）

Ｅ２

（主）箕島高松線
との交差部

みしまたかまつ

みしまたかまつ
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３．今後の進め方について



今後の進め方について

18

アンケート・ヒアリング調査(中国・四国・近畿の物流企業)
（令和5年12月～令和6年1月）

第１回 コネクトパーキング岡山・早島の整備に関する検討会
（令和6年3月14日）

整備計画策定

事業着手

第２回 コネクトパーキング岡山・早島の整備に関する検討会
(令和7年９月)

第３回 コネクトパーキング岡山・早島の整備に関する検討会

市場調査（MS：マーケットサウンディング）

第４回 コネクトパーキング岡山・早島の整備に関する検討会

（審議事項）

○規約、検討事項、スケジュール 等
○コネクトパーキング岡山・早島の整備方針(案)

○配置計画（マス数）・施設規模について
○アクセスルートの検討

（審議事項）

○市場調査（MS：マーケットサウンディング）の検討

（審議事項）

○市場調査（MS：マーケットサウンディング）結果
○施設機能の精査

（審議事項）

令和6年度

令和７年度

令和８年度

令和5年度
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４．今後の検討事項
市場調査 （MS：マーケットサウンディング） について



コネクトパーキング岡山・早島の市場調査（ＭＳ：マーケットサウンディング）実施概要（案）

岡山県岡山市南区箕島場所

中継輸送拠点対象施設

• 本事業に関心があり、主体的な事業実施が可能な民間事業者、
団体等の法人。

• １者単体又は複数者から構成されるグループによる提出も可能。

対象者

設問項目

業種、実績の有無基本情報

各企業の参加意欲、参加形態、役割

中継輸送拠点の基本機能・規模本事業の利便性、
収益性を向上する
ための提案 収益性向上に必要なサービス・機能・規模

対象施設、周辺施設、類似施設との付帯事業の展開可能性

事業方式に対する意見※建設費のPFI事業者負担パターンの可能性も確認民間事業者が参画
しやすい事業条件

事業範囲に対する意見

事業期間に対する意見

費用負担に対する意見

利用料金に対する意見

その他の事項に対する意見

中継輸送拠点の防災機能その他

中国地方における中継輸送拠点適地・立地条件

国への要望、事業者公募時の情報開示の要望

内容年月

市場調査（MS：マーケットサウンディング）の実施要項等の公表令和7年9月下旬

説明会参加申込期限令和7年9月下旬

説明会の開催【開催場所：岡山国道事務所】
（Teamsによるオンライン参加可）

令和7年10月上旬

調査参加申込・資料提供申込書提出期限令和7年10月中旬

意見・提案書募集期間
令和7年10月上旬～

令和7年11月上旬

個別対話の実施令和7年11月中旬

市場調査（MS：マーケットサウンディング）結果概要の公表令和7年11月下旬

2.調査対象

3.募集内容

4.募集の手続き等

5.調査の流れ

6.提出先
国土交通省 中国地方整備局 岡山国道事務所 計画課
電話番号：086-214-2310
メールアドレス：okakoku@cgr.mlit.go.jp
郵送先：〒700-8539 岡山市北区富町二丁目19-12
ホームページ：https://www.cgr.mlit.go.jp/okakoku/

• 実施要項、別紙、各種様式は岡山国道事務所ホームページに掲載。
• 参加を希望する民間事業者向けに説明会を開催（出席は任意）。
• 説明会の現地参加人数は1者（グループの場合は1グループ）につき3名以内。
• 提出された意見・提案書に対し、個別対話（原則オンライン形式）を実施。
• 意見の結果（概要）は、提出者の確認・同意を得たうえで、岡山国道事務所

ホームページに公表。

1.調査目的
• コネクトパーキング岡山・早島では、効果的かつ効率的な設計・建設及び維持管理・運営について、

民間事業者が参画しやすい公募条件の検討を進めています。
• 必要な事業範囲・内容や想定される収益性の高い機能の導入、付帯事業の可能性についての意見をいただくため市場調査を行います。

20

実施概要（案）

市場調査（MS：マーケットサウンディング）の実施概要は下記の通りである。



コネクトパーキング岡山・早島市場調査（MS：マーケットサウンディング）実施概要（案）

■事業条件

21

スイッチ作業

スイッチ作業

：歩行空間※カラー舗装

利便増進施設 利便増進施設

利便増進施設

■コネクトパーキング形状

■アクセスルート

駐車マス ：40マス
利便増進施設 ：2,700㎡

1,400㎡

７00㎡ ６00㎡

備考内容項目

第１回検討会（R6.3.14）2,700㎡施設面積

第１回検討会（R6.3.14）
ドライバー交換、
ヘッド交換、混載

中継輸送機能

第１回検討会（R6.3.14）40マスマス数

第２回検討会（R7.9.1）※次頁参照施設規模

第２回検討会（R7.9.1）※右図参照コネクトパーキング形状

第２回検討会（R7.9.1）※下図参照アクセスルート



コネクトパーキング岡山・早島市場調査（MS：マーケットサウンディング）実施概要（案）

■整備施設区分
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備考必要性機能

中継拠点として宿泊施設の利用を想定していないため整備不要。ー宿泊

中継拠点として仮眠施設の利用を想定していないため整備不要。ー仮眠施設

先行事例（コネクトエリア浜松）にて実績あり。○休憩施設

周辺施設との連携を想定。MS調査で必要性を検討。また、ヒアリング意見で需要あり。△食堂

周辺施設との連携を想定。MS調査で必要性を検討。また、ヒアリング意見で需要あり。△売店

先行事例（コネクトエリア浜松）にて実績あり。〇自販機

道路施設として整備を想定。◎トイレ

周辺施設との連携を想定。MS調査で必要性を検討。また、ヒアリング意見で需要あり。△
宿泊を伴わない
入浴/シャワー

周辺施設との連携を想定。MS調査で必要性を検討。△コインランドリー

道路施設として整備を想定。◎道路情報提供

管理運営事業者が常駐する場合に必要。△事務室

周辺施設との連携を想定。MS調査で必要性を検討。△洗車場

周辺施設との連携を想定。MS調査で必要性を検討。また、ヒアリング意見で需要あり。△給油所

◎：道路施設、中継作業スペースとして必要
〇：実績（コネクトエリア浜松）を参考←MS調査で必要性を検討、
△：MS調査で必要性を検討
ー：中継拠点として馴染まないため、不要）


